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このたびは、コ□ナ6油フアンヒーターをお買い 
あけいただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書を 
よくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになるちびいつ 
でも見られる所に「保証書」となに大切に保管しで 
ください。 


G 正し<使って上まに節約 ） 


この製品は日本国内専巧です。電源電圧や電源周波数の異なる 
列国では使用でさません。また、アフターサービスちでさません。 
This product is designed and manufactured for use only in 
Japan. In another country which differs in voltage and 
frequency of the power supply from Japan, this product 
cannot be used and any after-sales service is not available. 


A 危険 


A 警告 



轉 

換気が要 

1時間に1〜2回 

KEROSENE ONLY 


(寝るときお义 1 

(スプレー定厳禁 1 

ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 


A 注意 

変質した持ち越しの油 
使用厳禁 


m エフエイチ シー ワイ 

式 FH - G 3210 Y 


コ □ナ石油 フアンヒーター 

(強制通気お開放式石ミ由ストーブ） 


取扱説明書 


点巧•その他 



















































































田特にま意していただまたいこと度ミのためにおずお守りくださし、) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を末然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになつでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


八ち険 

A 警告 

A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人が死じ、重傷を負ラ危険 
または乂がの危険が差し迫つで生じる 
ことが想定される内客を示しでいます。 


この表示を無視しで、誤った取り报い 
をすると、人が死こ、重傷を負ラ可能 
性または乂災の巧能性が想定される内 
客を示しでいます。 


この表示を無視しで、誤った取り报い 
をすると、人が傷害を負ラ可能性や物 
的損害の発生が想定される内客を示し 
でいます。 


本文中の マー クは、次の意ほを表しまず。 

0® ® 

\ 

このマークは、してはいけ 
ない r 禁止」を表しています。 

〇轉运 

この マー クは、必ず実行し 
ていただ<1■指示」を表して 
いまず。 


A 危険 (danger) 

ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使巧しないでください。 

义災の原因になります。 



么警告 (WARNING) 


スプレー生厳禁 

スプレーちや力じットこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。 

熱でスプレーちの田力び上びり爆お 
し、危険です。 

♦特にボンベが'じットされた力じットコン□など危険で 
すので、温風のあたるところには置かないでください。 


換気必要 

換気せずに使巧しつブけないでく 
ださい。 

酸素が'不足すると、不完全燃烧し、 

一酸化质素などが'発ちしで中毒に 
なるおそれびあります。又、乳幼 
巧や呼吸器疾患などのかたは、体 
調不良になるおそれが'あります。 

使巧中は必す1時間に！〜2回 （1 〜2分）換気しで、 
新鮮な空気を補給しでください。 

換気び十分におこなえない場所(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
でください。異常燃焼や义巧の 
原因になります。 





寝るとを消义 

寝るときや外出するときは、必すミ肖 
义しでください。又、人目の届かない 
ところでは、使巧しないでください。 
不完全燃焼や冥を燃焼•义災のおそ 
れびあります。 



ミ品風吹出□•空気取入□をふさびない 


• 巧類、紙などで温風吹お□や空気 
取入□をふさびないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
烧や义災の原因になります。 

♦ストーフ'ガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風吹お □ や空気取入 □ をふさいだ 
場含や、カーテンなどで背面の温 
風空気取入□びふさびれると、本 
体び過熱しで、操作部などび変お 
したりやけどや故障-破損するな 
ど大変危険です。 




0 

Q 
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可燃性ガス使用厳禁 

フアンヒーターを使巧しでいる部屋 
で、可燃性ガスび発生するをの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください。 
义災や故障の原因になります。 



么ま意に AUTION) 


力ーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのをい場所などでは使巧し 
ないでください。 

义災び発をするおそれびあります。 





給油時消义 

給ミ由は、必ず消义し、义の気のない 
ところでおこなつでください。 
こぼれたロミ由は、よくふきとつでく 
ださい。 

义災のおそれびあります。 




























































么ミ主意に AUTION) 


0 




0 


指や異物を入れない 

温風吹化□やフアンヒーターの巧部 
には、紙•巧•プラスチックなどの異 
物を入れないでください。 

発煙’発义のおそれびあります。 

温風空気取入□の中に、指’棒’がを 。' 
などを差しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


油漏れ確認 

給ミ由□は確実にしめ、給';由□を下にし 
で、'油漏れびないことを確かめでくだ 
さし、。 

給';由□び確実にしまつでいないと簡 
単に開いで、乂災のおそれびあります。 


居室內給油禁止 

給';由は、必す义の気のないところでおこなつでく 
ださい。 

乂災のおそれびあります。 

異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など異 
をを感じたとさは使巧しないでくだ 
さい。 がぃ 

異常燃焼のおそれびあります。凸 

•緊急時は電源プラグをあしで消义しでくださし、 


ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1回な上必ず掃 
除しでください。 

ごみ、ほこりなどでフイルタびつまる 
と、異常燃焼のおそれびあります。 


温風 I し 直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないで 
ください。 

低温やけどや脱水症状になるお 
それびあります。 


>お子様、おを寄り、病気のちなどびお使しりこなる場合は、周 
囲の人び十分ミち意しでください。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹化□巧 
巧び高温となりますので、まなどふ 
れないでください。 

やけどのおそれびあります。 


>小さいお子様のいるご家庭では、特に注意しでください。 






分解修理 • 改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不完をな修理や改造は危険です。 

お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 





シリコーン配合製品に注意 

フアンヒーターをご使巧のお部屋で 
は、化お品- ヘア トリートメント- 
つやお し剤などシリコーン配含の商 
品を使巧しないでください。 

燃烧部にシリコーン酸化物び付着し、 

点义云スや途中;肖义などの原因とな 
ります。 

またシリコーンび原因の修理は f 呆記期間のでを有料と 
なります。 

シリコーン配含商品例 

• へアクア製品（ヘアスタイリンブ剤、ムース、ほ毛用コート剤） 
• 家具や床のつや出し剤などびあります。 

電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加えたり、 

物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを巧くときは、コー 
ドを持つで弓 I き巧かないでください。 

义災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラブはコンじントに根元まで確実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラブやゆるんだコンじントは使 
巧しないでください。义災の原因になります。 

めれたまでの巧き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 

長期間使用しないとさは電源プラグを巧く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災や予想しない事故の原因になります。 


〇 




電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを属物 
を除去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり、 
义災の原因になります。 

巧の場所では使用しない 


〇 

Q 


义災やず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不ま定な場所 
•風のあたる場所、部屋の出入□及び屋外 
■マントルピースなどフアンヒーターび囲われる揚巧 
•ほこりや湿気のをい場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発生する場所又はたまる揚巧 
■直射曰化の当たる揚巧、温度の高い揚巧 
■動’植物の育成 • 裁培など人のいない揚巧 
•標高び1500 m を超えるような高地 
■理’美容室、クリーニンク'店、はんだ巧け作業巧、 

メツキ • 塗装工場などスプレーや化等薬品を使ラ揚巧 


傾を • 振動注意 

水平な場所で使巧しでください。 
振動の激しいところでは、使届しない 
でください。 

異常燃焼や誤作動の原因になります。 

































A ミ主意に AUTION) 


可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障害物 
とは、必すち図に示す距 
離をとつで設置しでくだ 
さい。特にカーテンなど 
びフアンヒーターに ふれ 
ないよ ラに しでくださし、。 
义災の発生するおそれび 
あります。 



1 0 Ocm な上 


I 壁などに巧づけすぎますと、本体内部び週熱しでまを装置 
び作動することびあります。 


正常燃焼の確認 

正常に燃烧しでいることを確か 
めでください。 （8 ページ参照） 


I 燃烧に必要な空気の濃度び薄くなる高地（標昌500 m 〜 
1500 m ) では、高地補正び必要です。 

標高1000 m 〜1500 m での昌地お正は、お買い巧めの販売 
店にご相談ください。 （7 ページ参照） 



運搬ずるとを 

フアンヒーターを運搬する場合は、給;'由タンク 
を巧さ、：'由受け皿ののな;由を巧いでください。 
運搬の途中でな;'由びこぼれで周囲を'ちすおそれ 
びあります。 


〇 


必 


〇 


保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又はな管するときは、 
すな';由を巧いでください。 

傾けたり、横倒しの状態では f 呆管しないでくだ 
さい。 

义災のおそれびあります。 

曰常のお手入れ時の注意 

曰常の点検-手入れは必ずおこなつ 

でください。 _ 

点検-ま入れは;肖义をフアンヒータ 
一び十分ちえでから、必ず電源プラ 
ヴをコンじントから巧いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （ 11〜12ページ参照） 



〇 


廃棄するとを 

フアンヒーターを廃棄処分するときは、必す給 
ミ由タンク-固定タンク巧のロミ由を給ミ由ポンプな 
どで巧き取ってください。 （1 2ページ参照） 

灯';由び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質な油禁止 

変質な;'由(持ち越したな;'由)、不純な;由（水•ご 
みなどび混入したな;'由など）を使巧しないでく 
ださい。 

異常燃烧や故障のおそれが'あります。 


〇 


0 


お願い （ NOTICE) 


口油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な';由をお買い巧めになった販売店に 
ご相談ください。 


回使用する場所 

効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 

参外気に接する窓の下や壁面に置くと、ち気びフアンヒーターで暖められ、温風 
としで巧流しますので効果的です。 



温風の循環を巧ばないで 

参温風吹出□の前面に障害物を置かなレでください。 

•障害物びあると、部屋の温度にむ6びできるばかりでなく、本体の温度が上昇しで危険 
です。 


参温風吹出□側の空間を広くとれる場所を還んでください。 



tiggmi •熱に弱レカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強レ7ットなどを數レでください。 

•移動するとさは引さすらないでください。床面、置、力ーペットに傷をつけたり、本体底面の窒装びはか’れてさびの原 
因になるおそれびあります。 


































































宜る部の名祝 

外観図-構造図 



操作部-表示部のなまえとはた！5き 


(□ 詳しい説明のあるページです。） 


給油表示 nj 

ミ由研れじより、自動消火する20〜40分位前と自動 
消乂したとさじ点滅しまず。また、給ミ由時自動消乂 
装置び作動したときに点口します。 

ミ由切れや給;由時自動消火装置の作動により自動消火 
したとさは運輯ランプが'早い点滅となります。 


運輯キー（運拓ランプ） 


の 1 

点火-消火するとぎに巧します。 



操イ乍音点火時：ピツ 

ランプ 

点 m : ず熱中 

消乂時：ピー 


点 巧：觸焼中 


い/が 

草い点;廊：なんらかの原因で 

\ 


g 動消火 

ノ 


換気表示 

1時間運較するごとに1分間点滅しで、 
換気時期をお知らせしまず。 

換気表示(こたよらず1時間(こ 
1〜2回必す換気しでください。 



高化切替スイッチ 

团 

高が切替表示 

標高び日 00 m 封上の場所で使巧する場 

合に t ットします。 


高地コースにじットされでいるときに 

№3び表示されます。 



砂速点义キー 因] 

秒速点乂の t ット-辭除をずるときに 
巧しまず。 

(操作音忆ット：ピッ，辭除：ピピッ） 

砂速点乂亡ット時ランプが'点灯します。 

_ y 


タイマー運乾キー 面] 

タイマー運輕の iz ツトをするとさじ巧します。 
(操作音：ピツ） 

タイマー它ット状態とタイマー運輯時にランプ 
び点なします。 


チャイルドロックキー ^ 

チャイルドロック表示 ^ 

チャイルド□ックの它ット-辭陈をずるとさに 
3回巧しまず。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ツクびじツト状態のときに —© 
び表示されます。 


延長時間它レクトキー 1 X 1 

運乾を延長与 
時間をじレ^ 
ます。（操作看 
1回巧し 
2回巧し 
3回巧し 

> 

r るとさ、運輯残り 
フトずるときに巧し 
i :ピッ） 

3時間 

2時間 

1時間 

ノ 


表示切換キー [ T ] 


1回巧すごとにデジタル表示が 
切りかわります。（操作音：ピッ) 



時刻させキー m 

温度キー 因] 

現在時刻とタイマー時刻を含わせると 
きに押します。 

時： 時含わせ（操た音：ピピッ） 

分： 分合わせ（操1乍音：ピッ） 

\ 

設定温度を変えるときに押します。 

一： 温度を下げる（操作音：ピピツ） 

+ :温度を上げる（操作音：ピツ） 






























































































































を）イラストは説明のためを部点灯' 表示した状態にしであります 



時計合せ表示 


タイ7-合せ 
(時刻）表示 


再适電表示 


自動消义予告 
表 示 


S 動消义表示 


エラー表示 


設定温度室内温度 


8:3日 


設定温度室内温度 


午前 


C . 


.-3 日 


夕詔- 


設定温度室内温度 


設定温度室内温度 


oF 


〇 


設定温度室内温度 


oF F 


設定温度室内温度 


巧 


•運輯中（タイマー運輯中） 

左側：設定温度表示 (12 で〜30で） 
ろ側：室内温度表示 （ 〇で〜35で） 

M 亭止中（タイマーたツト中） 
"時計台せ"消灯 
左図は午禮10時35分の例 

"時計台せ"点灯 

左図は午前別寺30分に亡ツトの例 
己秒し:!上放置ずるとのに戻ります 


キーを巧すと表示び切り 
かわります 


"々イマー含け"と I な 
左図は午前則寺30分に亡ットの例 
5秒し:^上放置ずると圧]に戻ります 



電源プラヴをコンたントに差しこんだときや厚電酱の再通電の 
とさの表示 


" oF ろ"点滅 

消し忘れ消火装置による自動消乂1日分前〜 
タイマー運転じよる1時間自動消火15分前〜 

II ;弓"の圏巧は、1分経過するごとに" " ! 3 "- 
いきます。 


•と減賣しで 


" oFF " 点な 

消し忘れ消乂裝置じよる自動消火 
タイマー運歷による1時間自動消乂 


f 弓表示：対震自動消火装置の作動 

^再度、点火操作をしでください。 

その他のエラー表示についでは、12ページを参照しでくださし、。 


回使用前の準備 

使用前の準備 


包装箱からフアンヒーターを出す 


参包装箱からフアンヒーター 
を取り出し、 緩衝がを取 
り除いで < ださい。 


•包装箱、緩衝巧はフアンヒー 
ターの保管に必要です。 

また、取あ説お書ち忘れすに 
保管しでください。 


使用燃料 


が卸 


上媛衝が(左） 
上緩衝が(ち） 
ータンク巧そ 



■ 包装箱 


操巧部-表示部の表面にな護 
シートを貼つでいますので、 
取0除いでください。（コー 
ナー部分に它 □八ンテー プを 
貼り巧け、いっしよにはびす 
とより簡巧に取り除けます。） 


参;夕のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。 

• 固定タンクに少量のなミ由たタミっている。 

•オイルフィルタびめれでいる。 

•温風吹出□から見える燃焼筒（おを囲んでレる筒）び変色しでいる。 


亡□八ン テープ 

な護シート 



燃料は必す灯油 （ J 旧1号灯油）を使巧しでください。 

♦ I 么を険 I ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶対に使用しないでください。义災の原因になります。 
参レへま意 I 変質口';由、不純なミちは結巧に使用しなレでください。 

•添加剤や助燃剤などは使田しないでください。 

•なミ由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰化をさけた場所に保管しでください。 








































































































水•ごみガソリン- 
重巧•機械ミ由•シン 
ナー•程巧•でんぷ 
らミ由… 



i 変質な油や不純な油を使用すると、 
機器の巧障の原因になります。 

•気化筒にタールがたまり、白煙が出で点 
火しにくくなったり、強い臭いがしで、 
消义しにくくなりまず。 

•異萬燃焼や遗中消义など故障の原因にな 
ります。 


変質灯油 • 不純'灯油とは… 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
巧ミ由 

0 

顯歷 1 


長期間曰巧に 
あたる所や温 
度の高い所に 
保管した巧;'由 

0 

變ろ 


容器のふたが 
開けでおつた0、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 
たのミ由 



•極度に変質したちのは、黄色味がかったり、 
すっぱい臭いがします。 

•ロミ由はシーズン中に使いきりましょラ。 


灯油とガソリンの見分けかた I 灯油の保管のしかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 



巧油はめれたまま 



ガソリンはすぐ乾く 


•なミ曲ま必す乂気、雨水、ごみ、 
高温および直射曰化をさけた 
揚巧に保管しでください。 

•直射曰光がな;'をを変質させる 
ため、着色したな;由巧のポリ 
タンクをお使いくださし、。 

•ホームタンクやドラム生を使 
巧しでいると言は、をに数回 
水拖黃をおこなつでください。 


良い保管 




変質'灯油の見分けかた 


コツプに水を入れ、その上 
にな';由を入れで、背後に白 
し、紙をあでます。 

良質灯油 



変質灯油 



かしでち色げついでいるな';由 

♦ただし無色透明でをすっ 
ぱい臭いが'ずれば変質な 
油です。 


fsm ♦変質の油、不純な油か 1夏因で修理をの頼されたとさは、保訝期間中でち保証の巧象がとなります。 
♦変質な油の処理でお困りの場台は、巧'油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


給油 


^ま意給ミ由は必ず消乂しでから乂の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順とを意 


1.給油タンクを取0出し、給油□を開< 


参オープンつまみを強く引いで、給';由□を 
開いでください。 

■燃焼中に給®タンクを巧くとまをのために 
給ミ由時自動;'肖义装置が働いで、自動のにミ肖 
义します。 

•タイマー運転のじット中にお;'由タンクを巧 
くと、タイマ ー t ットは賴除されます。 

•給ミ由タンクは、ぶ:つけたり落としたりしな 
いよラ、でいねいに取口おつでください。 


②あける 



①強く引く 

オープンつまみ 


3.給油□をしめる 


2.給油する 

参巿版の給';由ポンプなどを使用しで、 
ミ由量計を見なびら給ミ由しでください。 
参ミ由量計の半分くらいまで色び変わつ 
たら、給ミ由をやめでください。 

• ロミ由が;'由量計のところまで入ってくると、 


黒色に変わつできます。 おな口 

>給'油□に力を如えで変 
形させますと、巧漏れ 
の原因じなりますので、 

変おさせないでください。 

>給ミ由ポンプの ホースが 
巧けないよラ;'主意しでください。 


iiT 



I 給';由□は、お実に「パチン J と音びする 
まで図の位置を強く巧しで確実に□ツクし、先端 
を指で持ち上げで開かないことを確かめでください。 

給;'由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、フアンヒー 
夕一に正しく静かに入れでください。固定タンクや給なタンクに強 
い衝擊をあたえると、巧漏れや故障の原因じなります。 

1 1 A ま意 I 給';由□び確実にしまつでいな 給;由□脚面） 

いとな';由びこぼれで、乂災の原因にな 
ります。 

>カラーサイン■を面青で表示されでいるこ 
とを確認しでください。 U のよラな場合は、 

ちラー度強く巧しでください。 

>給ミ由□のな部などじ、ごみなどびはさまつ 
でいる場含は取り除いでください。 



( I 雁実に□ツク吟⑤□ツクのお認 

「パチソと音びす 

持^げ る 

るまで強く巧しで 


ください。 

カラーサイン 


給ミ由□をしめたあと、 
先端を指で持ち上 


け、開かないことを 

\ \ 11 1^— ^ 

、 

確かめでください。 J 


〇習 X 


►こぼれたなミ宙はよくふき取つでくださし、。 

>給;'由タンクが正しくじットされでいないと、不着乂や途中 
消火の原因になります。 


► I 么ま意 I 給油は必す消乂しでからおこない、フアンヒーターの近くでは組巧に給油しないでください。 

ちえたところで給ミ由し、給ミ由量がかない(半分凶下）場含は、給ミを□を開いたまま、しばらく室温になじませでからじットしでくださし、。 


•就卸— 

オート給油ポンプ（自動停止装置巧）を使巧する場合 

•市販品の才ート給巧ポンプの給》ホース先端（給 》□) を 
確実に奥まで給';由タンクに差込み、ク I 」ップで止めでか 
ら給ミ由しでくださし、。 

クリップで固定しないと、自動厚止しないでなミ由びあふ 
れることびあります。必す、クリップを止めでから給ミ由 
しでください。 

オート給油ポンプの取扳ちま(クリップの固定ちま詳細） 
は、オート給';由ポンプの取®説明書を確認くださし、 
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ド伽:【"化て化— 

•固定タン2巧のな';由びかなくなると 

•お巧表示 . 点滅 

•ブザー音ピピピッ 

でお知らせしますので早めに給ミ由しでください。 


参給';由しないで使用し続けると、ミ由切れとなり、自動消义しまず。 

•運転ランプ . 早い点滅 

• 給ミ由表示 . 点滅 

•ブザー音ピピピッでお知らせします。 


給油ザち 


巧のれ消义 


給油タンク 



固定タンク 




給;巧表71^ 

〈点减〉 


(M) 


ブザ_ 

〈ピピピツ〉 




運転ランプ 
( f 想）焊ぃ扁威〉 



おミ由表示 

〈点滅〉 


(«•») 


ブザー 
〈ピピピツ〉 


WKMi 

•な巧びなくなつでミ肖义 
した場合は、必す給-油 
しでから点义操巧をお 
こなつでください。 

給';由をしなレと再運転 
できません。 


点乂前の準備と確認 


化平な場所に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでください。 

•水平に設置されでいれば、対震自動消乂装置は自動的に t ットされます。 

•愼斜した場所や、振動の激しい揚巧で使巧すると、燃烧不度の原因になります。又、が震白動消乂装置び 
正しく作動しません。 



、 


油漏れのお認 

置台-給油タンクに、油漏れ-ミ由たまりやミ由の(こじみがないか確認しでください。 

•ミ由漏れのときは、使巧を巧止し、給';由タンクを取り出しでからお買いずめの販売店にごす目談くださし、。 


電源の接続 

電源プラグをコン t ント(こ巧の根元まで確実に差しこんでください。 

電源プラヴ-コードの発熱•発乂を防ぐために… 

•電源は、必す適正配線された単す目1日 0 V のコンたントを使巧しでくださし、。 

•電源コードは、遗中で接続したり延長コードの使巧-他の電気器員とのタコ足配線をしないでください。 
•電源プラグの巧き差しは、必すプラグを持っておこなっでください。 

•ほこりなどのな着がないか、ときどき点横-掃除をしでください。 




高地補正 


標高び 500 m を超える場所では、酸素不足により黄乂燃焼（ホ乂）になる場合びありますので高地補正をしでください。 
•レ？\ ま 意 標高 1,500 m を超える高地では使用しないでください。一酸化炭素中毒の原因になります。 


標高已〇〇〜1，000 m 



〈操作部断面〉 


高地の替スイッチ 


く標高が500上の主な都市〉 

長野県一松本市、岡谷市、飯田巿、諷訪市、ル諸市、伊那市、 
化女市、大町市、茅野市、塩尻市、駒ク根市 
山梨県一富±吉田市 
岐阜県一高山市 
祇木県一曰光市など 


高地の賛スイッチ 



温度/時刻 


•表示切換キーの上にある高地切誓スイッチをつまよラじなどの細し、 
棒がのちので1回巧します。表示部に「弓日日」圖13と表示され 
ると設定完3です。（「弓日日」の表示は、3秒間で消えます。） 



く標高が1 ,000 m な上の主なのが> 

長野県一木置町、川上巧、原巧、南牧巧 
群馬県一草津町など 



•表示切換キーの上にある高地切誓スイッチをつまよラじなどの細し、 
棒がのちので2回巧します。表示部に「ぶ日0」と表示され 
ると設定完3です。（「ぶ日〇」の表示は、3秒間で消えまず。） 


もとに戻す場合(高地捕正の解除または已〇 OmlU 下での使用) 


•ちとに戻す場合（高地補正の解除または日 00 m 私下での使用）は、高地切誓スイッチを2回、または1回巧しでください。 

♦表示部(こ「0」と表示され、圆泪表示が消えると、高地補正の解陈は完3です。（「0」の表示は、3秒間で消えます。） 

v _ J 
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設定温度室の湿度 


参連続で運起したいときは、自動消乂する前(こ延長時間 t レクトキーを押しでください。 

押したときから、さらに設定した時間だけ運輯を継続します。 

♦延長時間じレクトキーを1回押すごとに、運乾残り時間が次のように選べます。 


延長時間它レクトキーを巧す 


i なかち# ちホち C 



温度/時刻 


延長時間 t レクトキーを押しでいる間、デジタル表示部には延長時間が表示されますが、をを放すと自動的に温度表示に祝りかわります。 

♦ la 警告 I 長時間連続しで運転するとさは、お部屋の換気に十分気をつけでください。_^ 


な使用方法 

点乂 


運乾キーを巧す 

くず熱中：点滅〉 


〈運輯巧：点な〉 


•デジタル表示部(こ「設定温度」と「室内温度 J び表示されます。 

•す熱が完3すると自動点乂し、運短ランプが点なに変わり、運転を開始しまず。 

•着火時、放電音と同時に着乂音を発しますが、異常ではありません。 

•点义標作から放電（着义）まで、室温により羣少変化しますが、約2分30秒のす熱時間が 
力、わ、ります。り氏温時 （5 で下）は、予熱時間び'通常より約]分程度長くなります。） 
•点火時や消乂時には、白煙や臭いがでまずが異萬ではありません。 

(暮いときの点乂時には、燃焼ガス中の?お嘉気が白く見えるため、通常よりをめの白煙が出ます。） 


♦着火しましたら、燃焼確認窓から燃焼が態を確認しでください。 

•出荷時に燃焼状態を調節しでありまず。方 一、 燃焼状態が不適正の場含は、お買い求めの販売店にごす目談くださし、。 




〇正常燃焼 

青い炎の中に黄色い炎が 
断続のに出でいる、 


/パーナがホ熱することびあります、 
I び異常ではありません。 I 




X リフト燃焼 

教げ飛んだり淳いたりし、音や養し、 
が出で、立消えすることがある。 


八 


X 黄义燃焼 

黄色い炎か 続しで全固に出でいる。 



I ネリめでのご使巧-シーズンネリめのネリ使巧時には… 

•給;'由タンクを t ツトしでから、4〜己分位待って点乂操作をしでください。 

•防請ミ由や重料などが焼けるため、煙や臭いが'でます。しばらくの間、撰気をしながらご使巧ください。 

•送;'由経路の空気だまりなどにより、]回で着乂しないことがあります。点乂操作を2〜3回くりかえしでください。 

•着乂時、送;'由経路への空気の混入(こより、煙や臭いが発ちし、一時的に炎が大きくなることがありますので、温風吹出□に顔など近ブけたり 
物を置いたりしないでくださし、。 

• 予熱時間が'通常よりがし長くなることがありまず。 


消乂 


運乾キーを巧す 


•消乂し、運転ランプか'消なします。 

• 消火操作後、約]妙後に燃焼を停止します。 

•消乂後、本体内部び冷却するまで送風ファンが回りまず。 

送風が止まるまで電源プラグを振かないでください。 

•消火操作後は、火が消えでいることを確かめでくださし、。 

•消乂時、電磁ポンプの制御音（ヒューンといラよラな音） 

がしまず。（ニオイカツトメカの動作音です） 

•緊急時ながに、ファンヒーターに強い衝撃をちえたり、電源プラグを巧いでの消乂はしないでください。 

♦消乂直後に再点乂すると、着乂音がをか大きくなります。 

♦むやみに点乂、消乂をくりかえすと、臭いの原因になります。 

♦ち卽用の送風ファンが回らすに消义した場さ（電源プラグを巧いての消义、厚電、遇熱防比装置の作動）は、本体上部 
や温風空気取入□が熱くなり、やけどのおそれか>あります。 



■ニオイカツトメカとは… 

電ろ制御電磁ポンプで、臭いの原因と 
なっでいたノズル先瑞(こ残ったなミ由を 
販引し、消火時の臭いの元となるなミを 
を残しません。 



運転を延長するとき（延長時間セレクト) 


3時間 



























































































室溫の調節 


運拓中に温度キーを巧す 

参運転中に温度キーを押しで希望の温度に含わせで 
ください。押すごとに1ですつ変わり、巧し続け 
ると連続しで変わります。 

参デジタル表示部の設定温度を見なびら t ットしで 
ください。 （12 で〜30でまでじットできます。） 

参一度じットすると、電源プラヴを巧いたり、停電 
などびないかぎり、設定温度は記憶されます。 


•初期設定温度は22でです。 

•ルームサーモ亡ンサーにより、設定温度に応じで白動のに义力調節をおこないます。 

•せまい部屋や秋 □' き先など外気温び比較的高いときに、室温び設定温度をこえる場合びありまず。 

•ルームサーモ t ンサーはフアンヒーター周巧の温度を感知しでいますので、お部屋の温度計とは数値び一致しないことび 
ありまず。 

•フアンヒーターに直射日光やすきま風びあたつでいたり、他の巧熱器具の影響を受けでいる場合じは、ルームサーモ亡ン 
サーび正おにた動しません。 



秒速点乂 


点乂時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ秒速点义をじツトしでおくと、運転キーを押しですぐに点义できます。 


秒速点义キーを巧す 

参秒速点义ランプび点なします。 

参秒速点义ランプを点なしでおきますと、点义操作を、 
約5砂で点义します。 

参秒速点义を解除するときは、ちラー度砂速点义 
キーを押しで、秒速点义ランプを消なしでください。 



•あらかじめ砂を点义ランプを2分30秒な上点灯しでおかないと、秒速点义しません。 

•秒速点义は18時間たつと自動的に解除されます。 

•運転キーを巧し、運転をおめますと自動的に秒ま点义は輯除されます。 

• 秒速点义ランプび点灯しでいるときは、運転停止中のみ約1 00 W の消費電力びかかります。 

•タイマー運転にすると秒速点义は自動的に解除され、秒を点义キーを巧しでち砂速点义ランプは点なしません。 
• 消'义直後に再点义した場合、再点义に5砂な上かかることびあります。 

• お温時は点义時間び延びることびあります。 


秒速点乂ランプび'点のしでいるとさは、運転停止中でを本体上部や温風空気取入 □ 
び熱くなり' やけどのおそれびあります。 


チャイルド□ック 


お子様のいたずら操たを防止します。 

お子様などによるいたすら操作の防止や、誤って運転キーを押しでち点义しないよラにしたいときに使巧します。 


チャイルド□ックキーを3回巧す 

参チャイルド□ックキーを3砂巧に3回巧しでく 
ださい。運転中または停止中でちチャイルド□ッ 

八できキす 

•表示部に「―♦」と表示されるとじット完3です。 
•チャイルド□、ソクの解除は、再度チャイルド□ツ 
クキーを3秒な巧に3回押しでください。 



•運捉中にチャイルド□ックを t ットすると、じ、ジト中は運掠停止（消乂）操作な外は賣け巧けません 。X 
•停止中にチャイルド□ックを t ットすると、じット中はすべでの操作を賣けなけません 。X 
X :但し秒速点乂の解陈とチャイルド□ックの解陈操作は受け付けます。 

• 3 時間自動消乂時及びタイマー運起による自動消火時にチャイルド□ックを解陈する場含、運転キーを1回押しで rOFFJ 
表示を解除しでからおこなつでください。 「 OFF 」 表示を解除しないと、チャイルド□ックの解陈はできません。 

























現在時刻の合わせかた 


1.時計させ表示にする 


参表示切換キーを押しで、 
デジタル表示部を時計 
含せ表示(こしでくださ 
い。 

•未 t ットの罵合、祝期表示 
は午後12:00となりまず。 

•電源プラグをコン t ントか 
ら振いたと苦や、停電後再 
通電したときは、再度現を 
時刻合わせをおこなつでく 
ださし、。 



[例]午前8時30分に時刻をたット 


•時刻含せキー(時） • （分)を押 
しで、デジタル表示部の時 
剔を含わせでくださし、。 

•キーを押しつづけると、表 
示は連続しで変わりまず。 

• 時刻を合わせるときは、午前、 
午後をまちびえないよラ注意し 
で < ださし、。 

• 5 砂間操作がないとき、デジ 
タル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 



時【― I —1-)3 

温度/時刻 


夕っ v —是串 

参々イマーは卢乂き巧です 

亡ットした時刻になると運転を開始し、設定温度になるよラ义力調節をします。 

参点乂を1時間運転すると、自動的に消乂します。 

まをにご使用いただくため、点义を1時間で自動消'义し、フ'ザーと off 表示の点灯でお知らせしまず。（タイマーランプは点な) 

参タイマー運おの它ット中に給';由タンクを巧くと、タイマー它ットは解除されます。 


タイマー運車ちのしかた 


1•タイマーちせ表示にする 


タイ7—させ 



♦表示防]撰キーを押しで、デ 
ジタル表示部をタイマー合 
せ表示(こしでください。 
♦現を時刻の含わせかたと同 
様にしで希望のタイマー時 
刻(こ含ねせでください。 

•タイマー時刻は、]廈じット 
すれば電源プラグが抜かれる 
まで記憶されます。 

•未じットの揚合、初期表示は 
午前日： 00となりまず。 

• 5 秒間操作がないとき、デジ 
タル表示は自動的に元の表示 
にちどります。 



タイマー運転について 


タイ7—で運括を開始した場さは、点义を1時間で自動消义します 


タイマー運捉中 

、衣/面 ノ 

運おランプ 

〈消な〉 

© 

タイ 7- ランプ 

〈点な> 



白動点义 

獲) 

運転ランプ 

〈点な> 

© 

タイ 7- ランプ 

〈点な〉 



• 自動 r 肖义の15分前よ り a ド 表示の点滅及びブザーで消义ず告されます。 
(已' 8ページ参照） 






§動消义 

運1^ランプ 

心 y 〈消な〉 

タイマ-ランプ 

(4 j 〈点な〉 

.C I デジタル表示 

_I 〈点な〉 

み•り）パぶ—.ピ—ピ_〉 




• ^警告 I 長時間連続しで運転するとさは、お部屋の換気に十分気をつけてください。 


wmi •タイマー運おは、特に周囲に可燃物び'ないことを確認しでください。 

•タイ7-它ット時刻を確認するときは、表示の換キーを巧しで、デジタル表示部をタイ7-時刻表示じしでくださし、。 
•未 t ットの場さや電源プラグをコン它ントから巧いたとき、停電後再适電したときは、タイマー運転はしません。 

再度、現な時刻合わせ-タイマー時刻合わせをおこなってくださし、 
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画日常の点が手入れ 

点巧•ま入れは、消义をフアンヒーターび十分冷えでから、必ず 電源 プラグをコンたントから巧いで 
おこなつで < ださい。 

燃焼部の分辭、電気部品の分稱や巿販品との交換は絶対にしなレでください。 

•フアンヒーターおよびその周迈は、し〇をきれいじ掃除しでおいでください。 

•故障-破損したちのは使巧しないでください。 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


参1/!\注意!フアンヒーターの周のには燃えやすい 
ものを置かなレでくださし、。 


油漏れ•油のたまり•油のにじみの点検 


参油びちれでいたり、ミ由のたまり、にじみびないか点検しでください。 

参ミ由漏れのあるときは、お買い巧めの販売店に修理を巧頼しでくださし、 


週に一回上 



フィルタの掃除 


G 么ま意 I エアーフィルタび、ごみやほこりで目ブま 
りすると燃焼不良の原因になります。 

参エアーフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシで 
きれいに掃除しでください。 




•水洗いをしたときは、よく乾燥させでから 
取0巧けでください。 

•エアーフイルタをはすしたままで使田しな 
いでください。（はすしたままでご使巧さ 
れますと、ごみ-ほこりなどび送風経路に 
侵入し、異常燃焼の原因になります。） 


ミ届風空気取入□の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどが付着ずると風量が減少し、本 
体内部の温度が上昇しで過熱防止装置が作動ずることがありまず。 



國側 

•掃除機又は、ブラシできれい 
に掃除しで < ださい。 


fcK 減 • ルームサーモ它ンサーをむやみに巧げたり、ひつ 
ぱつたりしなレでください。 

• 温風空気取入□の掃除をしでも^表示び繰返し表示されると 
きは、羽根や内部にごみやほこりなどびをく付着してレるとき 
えられます。お買い巧めの販売店又は、修理資格害[(財)曰本 
石'庙燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習を修了吉（石ミ由 
機器技術管理±)など]のレる店などに点検依頼されることを 
おすすめします。 


温風吹出□の掃除 


温風吹化□(こが着したほこりなどび焼けたり、白く変色することがあります。 

♦本体や温風吹化□のちれは、本体が冷えでから、しめらせたやわらかい巧でふき取つでください。 
しつこいちれは中性洗剤を使巧し、十分からぶきしでください。 


♦温風吹出□はホー□一仕上げですので強い力を加えないでください。 

変形したり、ホー□—がはがれたりしで掃除の際にけがをするおそれびあります。 

V 



月に1回上 


対震自動消义装置の点検 


•燃焼中に本体をゆすり、巧震自動;肖义装置び作動しで消'义するか確認しでください。 

イ 乍動するとデジタル表示部に巨置を表示します。 

•巧 震 自動消乂装置は絶対に分稱しなレでくださし、。 

^- J 

シーズンに1回上 


オイルフィルタ • 固定タンクの点検 


オイルフイルタや固定タンクに水やごみびたまると、 
給ミ由タンクに灯ミ由び入つでいでも . 


>点义しない- M -\ E £] 

>点义しでち途中ミ肖义する一 [pyl 


>炎びリフトし、臭いびする 
>給';由表示び'点滅し、運転しない 










































































オイルフィルタ • 固定タンクの掃除 


1•すイルフィルタを巧り出ず 

•固定タンクからオイルフィルタ 
を取り出しでください。 

>オイルフィルタを取り出すとき、 
水やごみを固定タンクに落と 
さないよラミ主意しでくださし、。 



2•きれいなな油で洗ラ 


オイルフィルタ 


オイル 
フィルタ 

固定タンク 



ゴム手袋 
きれいななミ由 


>オイルフィルタの中のかやごみを取つでから 
きれいな好巧で洗つでください。 

>ごみが取れにくい焉含は、歯ブラシなどを 
使ラと便利です。 

♦フィルタ部を破損させないよラ;'主意しでくだ 
さい。 

♦フィルタ部に水が巧着した場合は、十分に 
乾燥させでください。 



給油ポンプ 3.ごみやかを巧く 

参固定タンク内にたまっているごみや水を巿販 
の給ミ由ポンプなどで抜いでください。 

•固定タンクの底にたまったごみや水-な'进をふ 
/ザ IJ 妄取った場含は、ティッシュなどを固定タンク 

バケツ の中に残さないでください。残した揚合、故障 

固定タンク や異常燃焼の原因になることがありまず。 


4•オイルフィルタを 
じツトずる 

•オイルフィルタをちとどお 
I りじじツトしでください。 

■こぼれた巧ミをはよくふ妄 
目又つでください。 


田定期点検 


♦水洗いは絕巧にしないでくだ 
さい。水で洗ラと巧油が通 
過しなくなります。 

♦オイルフィルタ及び固定タン 
クの掃除をおこなつでち、 
点火しない■炎がリフトし臭 
いがする*遗中で消火する 
場合は、お買いホめの販売 
店に修理を依頼しで < ださい。 


長期間ご使巧になりますと、器具の点検が'必要です。 

参2年に1回程度、シーズンお3をなどじお買い巧めの販売店又は、修理資格害〔(財)曰本石ミ由燃烧機器保守協合 ( TEL 03-3499-2928) 
でおこなラ技術管理講習舍修3者(石ミ由機器技術管理±)など〕のいる店などに点検の頼されることをおすすめします。（有料） 


愛情点巧 

I 長年ご使巧の石油フアンヒーターの点検をぜひ！ I 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

•ミ由もれがする。 

•強いにおいがする。 

♦運輯中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障がある。 


► 


回な障-異ちの見分け方と処置方法 

安全装置び作動しで自動消火し、デジタル表示部(こエラー表示でお知らせしまず。運転キー对甲し(表示は消えます)、処置をしでください。 
処置棲も表示ずるときは、お買い求めの販売店(こご相談ください。（修理を依頼されるときはエラー表示値をおがらせくださレ） 


表示部 (エラー 表示)、症が 


原因[安全装置] 


処置方法 


國. 


し! 


I 強い地震や振動、衝撃を受けたとき 
I 本体を傾けたとき 

[巧 震 自動消义装置の作動] 

I 遗中失火したとき • 点义 S スをしたと言 

I 異常燃焼をしたと妄 
I 不良な;'由を使巧したとき 
I 送';由経路に水または、ごみがたまっているとき 
I エアーフィルタの目ブまりによる燃焼巧空気不足のとき 
I シリコーン配含の商品を使巧したとき 
'シリコーン配合の商品には、 ヘア トリートメントや' 
ムースなど枝毛用へアクア類の化祗品や、家員やが 
のつや出し剤などがあります。 

[不完を燃焼防止装置の作動] 
[点乂まを装置の作動]-[燃焼制御装置の作動] 


水平で安定した場所で使巧しで < ださい。 

地震によって作動した場合は、周囲の可燃柳、本体の廈傷、 
灯■ミをのあふれなど異常がないことを禮認した後、点火操作 
をしでください。（作動後は自動的にじットされます。） 

曰萬の点横-手入れ （11 〜12ページ参照）をしでから点 
火操作をしでください。 

良質の巧ミあを使巧しでくださし、。 

送ミ由経路の水旅き、オイルフィルタの掃除をしでくださし、。 
エアーフィルタを掃除しでから点义操作をしでくださし、。 

シ I 」コーン配合の商品を使巧すると、点火しない、透巧消 
乂する原因になります。お買い求めの販売店にごす目談くだ 
さい。 


\ hh \ 点滅 
pi 点灯 


I 不完全燃焼防止装置が'働いで消义したと寒。不完全燃焼 
防止装置が連続しで4回作動ずると[連続不完を燃焼通 
知機能 J が働き、お知らせします。 （ HH 点減） 

さら(こ不完全燃焼防止装置(不完全燃焼通知機能)か 続 
しで3回作動ずると「再点义防止機能が'働き、再点火で 
きなくなります。 （ HH 点な） 

[不完を燃焼防止装置の作動] 


1 請 i 襲靡 気を十分にしで、お S い ホめ の販売店に 


電源プラヴが巧けたとき 


(惇電時） 


(復帰時） 


[停電まを装置の作動] 


1通電後、点火操作をしで<ださい。 

1電源プラグを確認しでください。 

' 過熱防止装置が作動した場台は器具が;ち部しでから、点乂 
操作をしでださい。 


I 温風空気取入□びほこりでつまっているとき 


I 温風吹出□がふさびれでいるとき 


[過熱防止装置の作動] 


I 温風吹出□の前面に障害物などびあるとき 
I 温風吹出□びふさびれでし、るとき [週熱防止装置の作動] 


1本体びちえでから、湿風空気お入□や温風吹出□の点検- 
清掃、周囲の確認をした後、点火操作をしでください。 

(11 ページ参照） 

1処置後ち繰返し表示すると苦は、使巧を中止し、お買い求 
めの販売店にご相談ください。 


I 巧一の消し忘れを防止するため、点乂操作後3時間で 
自動消乂しまず。 [消し忘れ消义装置の作動] 


ください。 


図凶凹図凹關 


電気系統の故障です。 


お質い求めの販売店にごす目談ください。 


蠻 


(«@ 1 »))) (((•))) 


運転ランプお'ぶ表示ブザー 

く卓い点滅） <点な> くピピピツ〉 

給'油タンクに巧'油力*入つ 
でいでち給ミ由表示の点滅 
が止まらない 


I 燃焼中に給;由タンクを抜くと自動的に消乂しまず。 

I タイマー運輯のじツト中に給ミ由タンクを振くと、タイマー 
t ツトは解除されまず。 

[給油時自動消义装置の作動] 

I オイルフィルタや固定タンクに水やごみがたまると運輯 
しないことがありまず。 


給油タンクを t ツトしでください。 


オイルフィルタ-固定タンクの掃除をしでから点乂操作を 
しでください。 （12 ページ参照） 


EF 




off 



ご使巧中止 


故障や事故の防止のため必す販売店に 
ご連絡ください。 

点検-修理じついでのご費田など詳し 
いことは販売店じご相談ください。 



点巧•その他 


12 
























































































参具合のおレとさは、巧の表ち参考にしで点検-処置をしでください。 

•処置ち法により処置しでち良くならないとさは、お買い巧めの販売店にご相談ください。 


現 象 

原 因 

点 

乂 

し 

な 

い 

白 
す煙 
ぐび 
と化 
まで 
る 

使 

用 

中 

內 

が 

臭 

ラ 

使 

用 

中 

消 

乂 

す 

る 

ホ 

乂 

で 

燃 

え 

る 

炎 

び 

IJ 

フ 

卜 

す 

る 

油 

漏 

れ 

び 

す 

る 

エラー 表示 

N 

処置方法 

HH 

EB 

EE ' 

と-,-,' 

ES 

び 

EH 

ER 

電源プラク'*びコン它ントに差しこまれでいない 

♦ 













コン它ントに確実に差しこむ 

停電中である 

参 













通電されるまで待つ 

巧震自動消乂装置びた動した 




参 






参 




再点义操作をする/安定した揚巧で使巧する 

給ミ由タンクじな;由びない 

♦ 













給;'由する 

給油□のちの部分にごみなどか‘はさまっている 







参 







ごみなどを取り除く 

不良なミ由を使巧しでいる 

参 

参 

♦ 

♦ 


参 



参 





良質の灯;由を使用する 

送ミ由経路にか又は、ごみびたまっている 

参 

• 


参 


• 



参 





送ミ由経路の水抜言、オイルフィルタの掃除をする 

給ミ由タンクの装着び悪い 

参 



参 










固定タンクに正しく装着する 

オイルフイルタび取り付けられでない 

参 



参 










固定タンクに正しく装着する 

送油経路接続部びゆるんでいる 



♦ 

参 


参 

参 







販売店に修理を依頼する 

エアーフイルタび目づまりしでいる 









参 





エアーフィルタを掃協する 

過熱防止装置 
びた動した 

温風吹化□びふさびれでいる 



♦ 

参 







参 

参 


障書物を取0陈< 

温風空気取入□びほこりでつまっている 



♦ 

参 







参 

参 


温風空気取入□を掃陈する 

室温異萬上昇防止装置か‘作動した 




参 









♦ 

窓をあけ、部屋の換気をする 

消し忘れ消乂装置びた動した 




参 










再点乂操作をする 

チャイルド□ックび它ットされでいる 

参 













チャイルド□ックを解陈する 

不完を燃焼防止装置力<4回勒上作動した 








♦ 






販売店に修理を依頼する ) 


巧のよラな現象は巧障ではありません。 

参修理をの頼される前にちラー度お確かめください。 


^ 現 象 

説 明 > 

点 

乂 

時 

m 

乂 

時 

初めで使巧ずるとき、煙や臭いがでる。 

耐熱謹料やほこりが焼けるためです。しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使巧するときや、シーズン初めの祝使巧時に 

1回で着义しなし、。 

固定タンクにな;由がみたされるまで4〜5分位待って点火操作をしでください。 

送;'由経路の空気だまりなどにより、 T 回で着乂しないことびあります。2〜3回点火 
操作をくりかえしでくださし、。 

点火時や消火時に白煙や臭いが出る。 

点火時や消火時の多少の白煙や臭いは費萬ではありません。 

燃焼開始時や消火後に[ピチ-ピチ」音が'する。 

器具本体が熱により膨張、収縮ずるためです。 

燃 

焼 

時 

おがオレンジ色に輝く。 

下記のよラな場合、おがオレンジ色に輝くことがありますが異萬ではありません。 
•海岸に近い巧など空気中に塩分が多い揚含 
•空気巧にほこりや水分が多い場合 
• 超音肢加湿器を使巧しでいる場合 

最大燃焼時に黄色いおが狮続的に出る。 

黄色い炎び連続しでを固に出でいなければ、異萬ではありません。 

使巧中にときど言「ポコ-ポコ J 音が'する。 

給ミ由タンクから固定タンクのちになミ由が流出するときの音で異萬ではありません。 

使巧中にときど青「コト-コト J 音が'する。 

電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 

使南中にときどき「シュッ-シュッ」音がする。 

巧ミあが気化する音で異萬ではありません。 

そ 

の 

い巧 

温風吹出□がちれる。 

「曰萬の点横-ま入れ」 （1 1ページ）にしたがい掃除をしでくださし、。 

ソ 


回部品交換のしかた 

部品交換のとさのま意 


不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔(財)曰本5ミち燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者 (5 ミ由機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コ□ナ純正部品 とご指定ください。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


( ■巧に消耗-劣化しやすい部品 

■長期間の使苗により 

■変質な巧•不純な巧の使苗により ^ 

(高温乂炎中で使巧される部品） 

消耗•劣化しやすい部品 

劣化しやすい部品 

•点火プラヴ 

•パーナヘツド 

•オイルフィルタ •炎検知器(フレーム□ッド） 

•巧検巧器(フレーム□ッド） 

• バーナヘッドリング 

•ポンプフィルタ •気化筒 •電磁ポンプ 1 
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晒贈很期励ま用しない場合） 

おしまいになるときは、電源プラグをコン它ントから巧き、巧の要領でおま入れしでからな管しでください。 


1.灯巧を巧ぎ取る 

参給';由タンクと固定タンク巧のなミ由を 
巧さ取つでください。 

(12 ページ参照） 


おミ由ポンプ 


•7 んご; 


ごみなどを残したままな管す 
ると、さびや巧あさの原因じなり 
ます。 

•灯ミちを巧かないと、な管時にこぼ 
れたり、にじみ出たりしで危険です。 



2.掃除をする 

参オイルフィルタの掃除をしでください。 （12 ページ参照) 
参エアーフィルタ-温風空気取入□の掃除をしでください。 
(1 1ぺージ参0呂） 

掃除機などでごみやほこ 
りを取り除レでください。 

参温風吹出 □. 本体の掃除 
をしでください。 

(1 1ぺージ参0呂） 

しめらせた巧でちれを落 
としでから、からぶきし 
でください。 



3.保管する 

参包装箱に入れで、湿気のない場所に水平に保管しでくださし、 

取扱説明書ち大切に保管しで < ださい。 

•逆さにしたり、傾けたり、横卸しの状態では絶対にな管しないでくださし、。 
巧けきれなかったな巧びもれて义おのおそれびあります。 



曲仕様 


型五：の呼び 

FH - G 3210 Y 

種 類 

気化式-強制通気お-強制对流お 

点乂 ちな 

高任放電点义 

使 巧 燃 料 

灯ミ由 (JIS 1号な油） 

燃料消費量 

最大 

3.19kW (0.31 OL/h) 

最り、 

日. 66kW (0.064L/h) 

暖房出力 

最大 

3.19kW 

最ル 

0.66kW 

騒 音（正面） 

34dB (最大燃焼時）/ 20dB (最ル燃焼時） 

ミ由タンク容量 

己. 0 L 

燃焼継続時間 

1目.1時間(最大燃焼時） 

標華適 室 

木造 15^(9 置)まで/コンク U — 卜 20 rTf(12 置)まで 

外 お 寸 ま 

昌さ4日 4mm 幅400 mm 奥巧 309mm (置台を含む） 

質 量 

9.5kg 

電源電圧巧び周波数 

100V 己 0/60HZ 

定格消賣電力 

点义時最大目日0/6日 0W • 燃焼時 21/21W 

待機時消費電力 

0.8 W 

電流ヒューズ 

管升ミヒューズ1日 A 

安全装置 

巧震白動消义装置過熱防止装置点义安を装置燃焼制御装置停電まを装置不完を燃焼防止装置消し忘れ消乂装置給ミあ時白動消火装置 


阻アフターサービス 


【刷 aewiiM 


♦このコ□ナ扫ミ由フアンヒーターじは保証書がついでいます。[お買いあ 
げ曰-販売店名」など'の記入をお腊かめのラえ、販売店からお養けと 
りになり、大协(こ保置しでください。 

♦保証期間はお買いあげいただいた曰から3を間です。なお、オイルフィ 
ルタ、エアーフィルタの交換は保証期間中でち有料となりまず。 
♦なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象に 
なりませんのでを意しでくださし、。 

• 変質な巧や不純な巧など、またな巧が列の燃料使用による故障や事故。 
♦誤った使巧方法による故障や事古女。 

♦シリコーンが原因の修理。シ IJ コーン配合の商品を使巧したとき。 
♦この襲品は曰本国の専巧です。電源電圧や電源固蔽数の異なる外国 
では使巧できません。また、アフターサービスちできません。 


修埋を依頼されるとさ 


•本書の[故障•異常の見分けちと処置ち法 J (12 〜13ぺージ参照） 
の頂にしたがって調べでも度くならないときは、電源プラグを抜いで 
お買い求めの販売店又は、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡 
ください。 

•ご連絡いただ黃たい内客は巧の通りでず。 

■品咨 1 の印ま'^マ*こんド■'"い ♦お買い あげ曰 

•型巧の呼び } 保扯曰をしりル、心とぃ。♦故障が巧 

•ご住所-ご巧ち-お電話番音 （でさるだけ具体的に） 

•修理に隙しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保 
証書の規定にしたがって無料修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近 
くのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い含ねせください。 


■保証期間び過ざているとさは 

•お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使田でさ 
る製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 


■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンク内に灯 
ミ由び残つたままですと、傾きやお動でなミ由びこぼ 
れることびありますので、必す抜き取つでください。 


•石油ファンヒーターの補修用 I 性能部品（機能を組持するために必要な部品）の保有期間は製造巧ちのり後6ホです。 


点巧•その他 
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ホし幌市白扫区平和通 16 了目南 1-19 〒〇 03-0028 

ホし幌市白石区米里3ま 2 T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち便の21 -2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東姐川南1菜 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18柔化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路市巧圍の 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ちの 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL (011)8 目 4-0440 
TEL 01 1)879-2121 
TEL 0138)48-6070 
TeUoI 66)37-2330 
TEL (日 155)35-7518 
TEL 日 154)24-41 91 
TEL 0157)26-2103 


E を市な淵 3-2- 15 
E を市巧淵 3-2- 15 
新竊市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
秘本市哲質大夕保原7852 

をお市駅西新町 1-1-2 己 
を巧市駅西巧の 1-1-25 
書山市田中の 2-3-1 5 
福丹市和坦東 1-607 


〒955-0864 

〒955-0864 

〒950-0855 

〒381-0022 

〒399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
〒930-0985 
干 918-8237 


TEL (0256)32-2126 (代表） 
TEL 0256た 2-21 29代表） 
TEL 025)286-9131 代表） 
TeU 026)221-51 11ミげ表） 
TEL (0263)26-0051( 巧表） 

TEL (076)260-0567( 巧表） 
TEL か76た 60-003 如代表） 
TEL (076)444-0567 (代表） 
TEL か 776)23-0567 ミ代表） 


FAX の 256)35— 8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の26た21 -0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX 076 260-0738 
FAX 076)444-061 1 
FAX わ 776)23— 0580 


g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 〒456-0004 

g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 〒456-00日4 

静岡市駿'巧区富松 2-15-30 〒422-8日34 

岐阜市六条南 2-7-8 〒500 -8358 

津市富を屋 3-29-38 〒514-0819 

沼津市西巧路 888-1 〒41 0-0303 

吹田市南重田1 -8-47 〒巳64-日日44 

吹田市南を田1 -8-47 〒 564-0044 

高松市ミ里の 1-8-5 〒760-0078 

京都市伏見区け田段ノ川原町 70-1 〒61 2-8414 

巧!戸市西区枝吉 5-1 32 〒651 -2 133 

彦根市正法寺町南出78 〒522-0024 

福巧山市荒巧東の68 〒620-0061 


TEU 052)746-6600( げ表） 
TEU 052)746-6603( げ表） 
TEL の54に: 38-0005( げ表） 
TEL の5の 268-7555( げ表） 
TEL の 59)234-847 1 ( げ表） 
TEL (055)968-6210( 巧表） 

TEL (06)6380-21 11 ( 巧表） 
TEU 06)6386-5670( 代表） 
TEU 087)835-171 1(代表） 
TEU 075)643-2002 (代表） 
TEL の 78)922-2431 (代表） 
TEU 0749)24-6239 (代表） 
TEU 0773)22-0827 (代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)238-0006 
FAX の 58)268— 7550 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968 — 6212 

FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6:386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643-087 日 
FAX の78)922-24% 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


に島市安化南区お園 3-27-2 日 
広島市を化南区巧園 3-27-2 日 
岡山ホ化区辰己 35-1 03 
米子市吕夕美の 235-1 
固南市徳山すーノ井手5631 -4 

福岡市博夢区東比惠 2-2-4 日 

福岡市博ぎ区東比恵 2-2-4 日 

化刀;州市ル賃化区愛着 2-6-4 

鹿巧島市坦上 7-16-5 

熊本市尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お坦 74-1 

宮崎ホ霧島 3-59-2 

大分市兰な 1-19-7 


干731 -01 38 TEU 082)871-3310 (代表） 

干731 -01 38 TEU 日 82)871-331 5(代表） 
干700 -097 目 TEU 086)243-7751 (代表） 
干 683-0035 TEU 日 859)33-81 57(代表） 
干 745-0882 TEU 0834)22-5567 (代表） 

〒81 2-0007 TEU 092)474-5771( 巧表） 

干81 2-0007 TEL (092)474-6001 (代表） 

干 803-0828 TEL 093 592-861 1代表） 
干 890-0034 TEL 099 28 1-1321 代表） 
〒862-0913 TEU 096 た 67-736 パ代表） 
干851 -21 日目 TEL (095)882-7710 (代表） 
干880-日日32 TEL 0985)29-1 680代表） 
干 870-01 08 TeU 097)523-51 6パ代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX (092)474-577 己 
FAX か92 474-6414 
FAX の93お 92— 8666 
FAX (099)281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX 095)882-7767 
FAX わ 985)25-0685 
FAX の 97)523-5162 


を 巧を 巧 
をおサービス它ンター 
冨山営業所 
福井営業所 


東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊富 8-4-8 〒11 4-0003 

な川市畐松の 1-22-3 〒190-0011 

松戸市富塚新田 95-5 〒270-2222 

横お巿口塚区原宿 4 T 目 7-1 3 〒245-0063 

山梨県中巨摩郡昭和の西乗2491 -2 〒409-386目 

さいたま市が区旨原の 1-674-2 〒331-0812 

さいたま巿が区宮原の 1-674-2 〒331-0812 

富崎市問屋の西 1-3-22 〒370-0007 

宇都旨市藥瀬の2313 〒321-0933 

太田市畐林東の2375 干 373-0825 

か戸市ち原の 653-2 〒31 0-0852 

つくば巿谷田部 6788-1 9 〒305-0861 


TEL (03)3927-1151 
TeU 03)：3911-1131 
TEL (03)3927-1152 
TEL 日 42)51 9-5271 
TEL 日 47)312-833 日 
TEL か 45)852-4008 
TEL (055)268-1567 
TEL 048 651-1722 
TEL 048 651-1231 
TEL か 27^361-4806 
TEL (028)632-5105 
TEL 0276)38-6571 
TEL 日 29)241-2172 
TEL 029 839-5325 


FAX の 11)863-3154 
FAX の 1 バ 871-24 日日 
FAX (0138)48-6080 
FAX 0166 37-2338 
FAX 0155 35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX の 157)26-21 日 7 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3-1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178) が-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の172に 8-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-1160 
FAX の 3)3927-1130 
FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 42)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX わ 4 が 651-6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX (02 が 632-5205 
FAX わ 276)38—5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


東化地区 


青 巧 ま 盾 
青巧サービス它ンター 
中乂田営業所 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八ロサービス它ンター 
化前営業所 
化前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
か巧営業巧 


青森市古館1了目 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
秋田市泉中巧 4 T 目 4-1 8 
が田市が相川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八戸市売市4 了目 4-7 
化前市田園 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州巿水巧区か巧工業固地4 了吕79 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


干030 -0946 TEU 017)742-8255( げ表) 
干030 -0946 TEL の 17)743-2971( 巧表) 
干01 0-0917 TEU 0 1 8)864-5671 (げ表) 
干01 0-0802 TEU 0 1 8)864-521 9(げ表) 
干031 -0073 TEU 0 1 78)24-5289( げ表) 
干031 -0073 TEU 0 1 78)47-6609 (代表) 
干 036-8086 TEU 0 1 72)28-391 0(げ表) 
干 036-8086 TEU 0172)26-4770( げ表) 
干020 -0823 TEU 0 1 9)622-4791 (代表) 
干020 -0823 TEU 0 1 9)604-0281 (巧表) 
干 023-0002 TEU 0197)22-415 日(げ表) 

干 983-003 日下£1_の22)23日一3181(げ表) 
干 983-0035 TEL (022)783-1 791 ( 巧表) 

干 963-8033 TEU 024) の 8-2240 (代表) 

干 990-2423 TEU 023)642-3255( 巧表) 

干 998-01 03 TEU 0234)31 -0571( 巧表) 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


干901 -2227 TEL の 98)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897-5679 


07129002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒 945-08 17 

長岡工場長岡巿下条町着ノ浦1069〒940-1146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
下£1_(02己8)22-2121(代表） 


102 WA 2581- 012 3 dsp 22 


株式含な3 

ホームぺージ http: 



a.co.jp/ 


お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□(こご相談く 

ださし、。 

各称、巧巧地、電話塞号は、変更ずる揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最 寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


表表表表表表表 


お-巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業 

宝它 

•^曽営営 

台I 

す山形巧 

台 

仙仙郡山圧 


巧-巧巧巧巧巧店巧巧巧巧巧巧 
夕 

ま於業業業業業ま f 業業業業業 
ス 胃営営 

圏ビ営営営営営東ま営営営 

- こ宮ば 

都^京川葉お耐関パ崎都坦I戶く 

首首東立千横甲北さ富宇太水つ 


巧-巧巧巧 

以業業業 
まな®0 
ジ営営 


漏-す 
か爲野本 
を 

新I二新長松 


表表表表表表表表表表表表表表 


店-巧巧巧巧巧 
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